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第 3.5－20 図(1) 平板載荷試験結果図（その１） 
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第 3.5－20 図(2) 平板載荷試験結果図（その２） 

12.5 

10.0 

7.5 

5.0 

2.5 

0 

応
力
（
N
/
m
m
２
）
 

Ｅ坑 凝灰岩ＣＨ（水平） 

6－3－651



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 3.5－20 図(3) 平板載荷試験結果図（その３） 
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第 3.5－20 図(4) 平板載荷試験結果図（その４） 
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第 3.5－20 図(5) 平板載荷試験結果図（その５） 
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第 3.5－20 図(6) 平板載荷試験結果図（その６） 
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第 3.5－20 図(7) 平板載荷試験結果図（その７） 
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第 3.5－20 図(8) 平板載荷試験結果図（その８） 
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第 3.5－20 図(9) 平板載荷試験結果図（その９） 
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第 3.5－20 図(10) 平板載荷試験結果図（その 10） 
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第 3.5－20 図(11) 平板載荷試験結果図（その 11）  
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第 3.5－21 図(1) ブロックせん断試験結果図（その１） 
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第 3.5－21 図(2) ブロックせん断試験結果図（その２） 
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第 3.5－21 図(3) ブロックせん断試験結果図（その３） 
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第 3.5－21 図(4) ブロックせん断試験結果図（その４） 
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第 3.5－21 図(5) ブロックせん断試験結果図（その５） 
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第 3.5－21 図(6) ブロックせん断試験結果図（その６） 
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第 3.5－21 図(7) ブロックせん断試験結果図（その７） 
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第 3.5－23 図 載荷方向と変形係数の関係 
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第 3.5－24 図(1) 透水試験結果図（その１） 
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第 3.5－24 図(2) 透水試験結果図（その２） 
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第 3.5－24 図(3) 透水試験結果図（その３） 
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第 3.5－24 図(4) 透水試験結果図（その４） 
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第 3.5－24 図(5) 透水試験結果図（その５） 
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第 3.5－25図(2) 静的単純せん断試験結果図（その２：シーム） 
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第 3.5－26図(1)  動的単純せん断試験結果図（その１：シーム） 
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第 3.5－34図 PS検層結果図 

PS検層結果（走時曲線） 

6－3－709
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防
波

壁
（
逆

T
擁

壁
）

防波壁（波返重力擁壁）

防波壁（多重鋼管杭式擁壁）

ＥＬ．+15m以下

ＥＬ．+15m以下 取水槽

制御室建物

屋外配管ダクト
（タービン建物～排気筒）

2号炉廃棄物処理建物

2号炉タービン建物

ＥＬ．+50m

ＥＬ．+44m

2号炉排気筒

ＥＬ．+15m以下

屋外配管ダクト
（Ｂ－ディーゼル燃料貯蔵タンク～原子炉建物）

Ｂ－ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎

1号炉取水槽北側壁

屋外配管ダクト
（タービン建物～放水槽）

0 200m

ガスタービン発電機建物

ガスタービン発電機用軽油タンク基礎

緊急時対策所

第１ベントフィルタ格納槽

低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽

屋外配管ダクト
（ガスタービン発電機用軽油タンク～ガスタービン発電機）

緊急時対策所用燃料地下タンク

2号炉原子炉建物

取水管・
取水口

【凡例】

： 耐震重要施設

： 常設重大事故等対処施設

： 耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設

評価対象施設

耐
震
重
要
施
設
及
び

常
設
重
大
事
故
等
対
処
施
設

２号炉原子炉建物

２号炉タービン建物

２号炉廃棄物処理建物

制御室建物

取水槽

２号炉排気筒

屋外配管ダクト（タービン建物～排
気筒）

耐
震
重
要
施
設

屋外配管ダクト（タービン建物～放
水槽）

防波壁（波返重力擁壁）

防波壁（逆Ｔ擁壁）

防波壁（多重鋼管杭式擁壁）

1号炉取水槽北側壁

屋外配管ダクト（Ｂ－ディーゼル燃
料貯蔵タンク～原子炉建物）
Ｂ－ディーゼル燃料貯蔵タンク基
礎

常
設
重
大
事
故
等
対
処
施
設

取水管・取水口

第１ベントフィルタ格納槽

低圧原子炉代替注水ポンプ格納
槽

ガスタービン発電機建物

ガスタービン発電機用軽油タンク
基礎

屋外配管ダクト（ガスタービン発電
機用軽油タンク～ガスタービン発
電機）

緊急時対策所

緊急時対策所用燃料地下タンク

第3.6－1図 耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設の配置図 
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第3.6－2図 評価対象施設の分類結果 

ＥＬ．+15m以下

ＥＬ．+15m以下

2号炉原子炉建物

取水槽

制御室建物

2号炉廃棄物処理建物

2号炉タービン建物

ＥＬ．+50m

ＥＬ．+44m

2号炉排気筒

ＥＬ．+15m以下

屋外配管ダクト
（Ｂ－ディーゼル燃料貯蔵タンク～原子炉建物）

Ｂ－ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎

１号炉取水槽北側壁

ガスタービン発電機建物

ガスタービン発電機用軽油タンク基礎

緊急時対策所
屋外配管ダクト

（ガスタービン発電機用軽油タンク～ガスタービン発電機）

緊急時対策所用燃料地下タンク

第１ベントフィルタ格納槽

低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽

取水管・取水口

0 200m

屋外配管ダクト
（タービン建物～放水槽）

屋外配管ダクト
（タービン建物～排気筒）

防
波

壁
（逆

Ｔ
擁

壁
）

防波壁（多重鋼管杭式擁壁）

防波壁（波返重力擁壁）

【凡例】

：グループＡ（ＥＬ．+15m盤以下，防波壁以外，直接基礎）

：グループＢ（ＥＬ．+44～50m盤，防波壁以外，直接基礎）

：グループＣ（ＥＬ．+15m盤以下，防波壁，杭基礎）

：グループＤ（ＥＬ．+15m盤以下，防波壁，直接基礎）

グループ分類 ①設置標高 ②施設区分 ③基礎形式
（参考）

液状化影響の考慮

グループＡ ＥＬ．+15m盤以下 防波壁以外 直接基礎 考慮する

グループＢ ＥＬ．+44～50m盤 防波壁以外 直接基礎 考慮しない

グループＣ ＥＬ．+15m盤以下 防波壁 杭基礎 考慮する

グループＤ ＥＬ．+15m盤以下 防波壁 直接基礎 考慮する
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第3.6－3図 評価フロー 
 

耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設
（グループA～Ｄ）

基礎地盤は地震による
安定性を確保している

・代表施設の基礎地盤に対し，対策工等の検討を行う
・対策工等を反映後，再度，全施設を対象に，代表施設の選定及

び評価対象断面の選定を行う

・各施設について，施設周辺の地形，地質等を考慮して検討断面を設定する
・防波壁は，延長の長い線状構造物であることから，縦断方向の地質等の変化を踏まえ，横断方向に複数の検討断面を設定する
・各グループにおいて，施設毎に，基礎地盤安定性の影響要因について比較し，以下の観点から影響要因の番号を付与する

①基礎地盤の岩級，地形等 ：基礎地盤に低位岩級（CL，D級）が分布する施設，または基礎地盤が特徴的な施設に番号を付与する

②施設直下のｼｰﾑの分布 ：直下にシームが分布する施設に番号を付与する

③施設重量 ：施設総重量（単位奥行当たりの施設重量）が最も大きい施設に番号を付与する※１

④杭底面幅 ：横断方向の杭底面幅が狭い施設に番号を付与する【杭基礎のみ】

⑤埋戻土層等の厚さ ：周辺の埋戻土層等が厚い施設に番号を付与する【防波壁のみ】

⑥杭の根入長 ：杭の根入長が短い施設に番号を付与する【杭基礎のみ】

評価対象断面に選定し，
２次元動的FEM解析を実施

すべり安全率1.5を上回る
且つ 基礎の接地圧が評価基準値を超えない

且つ 基礎底面の傾斜が評価基準値の目安を超えない※４

No

基礎地盤の地震による安定性評価は
グループ内の代表施設の評価に代表させる

グループA：
２号炉原子炉建物

グループB：
ガスタービン発電機建物

グループC：
防波壁（多重鋼管杭式擁壁）

グループＤ：
防波壁（逆T擁壁）

・代表施設に選定する

・代表施設の選定の際に設定した検討断面に対し，上記と同様の観点から影響要因について比較し，影響要因の番号を

付与する

・評価対象断面を選定するため，簡便法も実施する（検討断面を全て選定する場合を除く）

なし

代表施設内で影響要因の番号付与数が最多※３

または 簡便法のすべり安全率が最小

Yes

※３ 影響要因の番号付与数が最多の検討断面が複
数存在する場合，簡便法のすべり安全率が最小
となる断面を評価対象断面に選定する

※１ 施設総重量が同じになる場合は，単位奥行当たりの施設重量が大きい方に番号を付与する
※２ 影響要因の番号付与数が最多の施設が複数存在する場合，それらの施設を対象に簡便法を実施し，

最小すべり安全率の施設を代表施設に選定する

Yes

No

No
Yesグループ内で影響要因の番号付与数が最多※２

Yes

左記４施設
以外

※４ 評価基準値の目安を上回った
場合は，基礎底面の傾斜を考
慮しても，施設の構造成立性が
確保される見通しがあり，基礎
地盤が施設の安全機能を損なう
おそれがない地盤であることを
確認する。
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第3.6－4図(1) 代表施設の選定 グループA 
 

断面位置図 

地質断面図（Ａ－Ａ’断面，岩級・シーム） 

Ａ’
→

低圧代替注水ポンプ格納槽
第1ベントフィルタ格納槽（投影）

防波壁

取水口・ 取水管
（投影）

２号炉
原子炉
建物

（代表施設）

Ａ
←

0 50m

ＥＬ．（ｍ）

100.0

50.0

0.0

-50.0

取水槽

２号炉
ﾀｰﾋﾞﾝ建物

MMR

Ｂ Ｂ’

Ａ

Ａ’
0 100m

：評価対象施設

凡 例

評価対象施設

ＭＭＲ

地質断面図（Ｂ－Ｂ’断面，岩級・シーム）

ＥＬ．（m）

100.0

50.0

0.0

-50.0

Ｂ’
→

制御室建物
（投影）

Ｂ
←

1号炉
原子炉
建物

2号炉
原子炉建物
（代表施設）

屋外配管ダクト（Ｂ－ディーゼル燃料貯蔵タ
ンク～原子炉建物）（投影）

0 50m

2号炉
廃棄物

処理建物

Ｂ－ディーゼル燃料貯蔵タンク基礎

MMR
（投影）
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第3.6－4図(2) 代表施設の選定 グループA 
 

2号炉
排気筒

Ｃ
←

Ｃ’
→

屋外配管ダクト（タービン
建物～排気筒）（投影）

屋外配管ダクト（タービン建物～放水槽）

２号炉放水槽
0 50m

ＥＬ．（ｍ）

100.0

50.0

0.0

-50.0

地質断面図（C－C’断面，岩級・シーム） 地質断面図（D－D’断面，岩級・シーム） 

断面位置図 

Ｃ’ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｄ’ 

：評価対象施設

ＥＬ．（ｍ）

0.0

-50.0

50.0

MMR

１号炉取水槽
（投影）

１号炉
ﾀｰﾋﾞﾝ建物

防波壁

1号取水管
（投影）

Ｄ’→Ｄ←

１号炉取水槽北側壁（投影）

0 50m

凡 例

評価対象施設

ＭＭＲ
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第3.6－4図(3) 代表施設の選定 グループB 
 

地質断面図（Ｇ－Ｇ’断面，岩級・シーム） 

地質断面図（Ｈ－Ｈ’断面，岩級・シーム） 

凡 例

評価対象施設

ＭＭＲ

Ｈ
←

Ｈ’
→

緊急時対策所

緊急時対策所用
燃料地下タンク（投影）

免震重要棟

遮蔽壁

0 50m

ＥＬ．（ｍ）

100.0

50.0

0.0

G
←

G’
→

ガスタービン発電機用
軽油タンク基礎（投影）

ガスタービン
発電機建物
（代表施設）

屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タ
ンク～ ガスタービン発電機）（投影）

ＥＬ．（ｍ）

100.0

50.0

0.0
0 50m

Ｇ 
Ｇ’ 

断面位置図 

Ｈ’ 

Ｈ 
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第3.6－4図(4) 代表施設の選定 グループC 
 

被覆コンクリート壁
（鉄筋コンクリート造）

防波壁（多重鋼管杭式擁壁）鉛直断面図

ＥＬ．+15m

埋戻土
（掘削ズリ）

施設護岸

基礎捨石

岩盤

埋戻土
（粘性土）

←海 陸→

砂礫層

鋼管杭（多重管）

鋼管杭（単管）

改良地盤（砂礫層）

2.2m(杭底面幅)

22.8m

5m

0 100m

防波壁
（多重鋼管杭式擁壁）

Ｉ’

Ｉ

断面位置図

折れ点
折れ点

取水路
横断部①

一般部③一般部① 一般部②
取水路

横断部②

→南東 →東西← 南西←

防波壁（多重鋼管杭式擁壁） 縦断面図（岩級・シーム）※１，２

折
れ

点

２号炉取水路 １号炉取水路

ＥＬ．(m)

0

-50

I← →I’

折
れ

点

0 50m

ＥＬ．(m)

0

-50

※2  図中の については，地盤改良を実施しているが，元の砂礫層の分布を示すために，改良前の地質状況を示している。

※1  図中の杭部については，杭が位置しているが，埋戻土の形状を示すために，周辺地盤の地質状況を示している。

改良地盤
（砂礫層）

凡例

ＣＬ級

ＣＭ級

ＣＨ級

埋戻土（掘削ズリ
・粘性土），
砂礫層

岩級境界線

シーム

防波壁

▽



 

  

 

6－
3－

717  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第3.6－4図(5) 代表施設の選定 グループD 
 

0 100m

防波壁
（逆Ｔ擁壁）

断面位置図

Ｊ’

Ｊ

折れ点

折れ点折れ点

折れ点

→Ｊ’

ＥＬ．（ｍ）

Ｊ←

0

-50

ＥＬ．（ｍ）
0

-50

北
←

西
→

東
←

0 50m

▽ ＥＬ．+15.0m

折れ点折れ点

南
→

防波壁（逆Ｔ擁壁） 縦断面図（岩級・シーム）※1

折れ点

南
→

北
←

折れ点

一般部① 防波扉部 一般部②

※1  図中の については，地盤改良を実施しているが，元の埋
戻土（掘削ズリ）の分布を示すために，改良前の地質状況を示して
いる。

改良地盤
（埋戻土（掘削ズリ））

凡例

ＣＬ級

ＣＭ級

ＣＨ級

埋戻土（掘削ズリ）

岩級境界線

シーム

防波扉

防波壁

防波壁（逆Ｔ擁壁）鉛直断面図

改良地盤

逆T擁壁（鉄筋コンクリート造）

←海 陸→

埋戻土
（掘削ズリ）

施設護岸

基礎捨石 岩盤

ＥＬ．+15m

▽

グラウンドアンカー

18.5
m
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第3.6－4図(6) 代表施設の選定 グループD 
 

一般部

防波壁縦断図（波返重力擁壁）※1

※1  図中の については，地盤改良を実施しているが，元の砂礫層の分布を示すために，改良前の地質状況を示している。

防波壁縦断面図（波返重力擁壁）

ＥＬ.(m)
0

-50

▽ ＥＬ．+15.0m

F1← →F1’

0 50m

0 200m

F

F’

F”

F1

F1’

改良地盤①（砂礫層）

凡例

ＣＬ級

ＣＭ級

ＣＨ級

埋戻土（砂礫層）

岩級境界線

シーム

防波壁

ＭＭＲ

改良地盤①（砂礫層）

凡例

ＣＬ級

ＣＭ級

ＣＨ級

埋戻土（砂礫層）

岩級境界線

シーム

防波壁

ＭＭＲ

改良地盤①（砂礫層）

凡例

ＣＬ級

ＣＭ級

ＣＨ級

埋戻土（砂礫層）

岩級境界線

シーム

防波壁

ＭＭＲ

防波壁（波返重力擁壁（岩盤部））標準断面図

重力擁壁（鉄筋コンクリート造）

岩盤

埋戻土（掘削ズリ）

ケーソン

←海 陸→
ＥＬ．+15m

ＭＭＲ

▽

断面位置図

一般部

0 50m

ＥＬ．（ｍ）

改良地盤

▽ ＥＬ．+15.0m

２号炉放水路

３号炉放水路

0

-50

西←
Ｆ←

北西← →南東→北東
折れ点 折れ点

折れ点

→東 北←

ＭＭＲ

0

-50

→Ｆ’

ＥＬ．（ｍ）

Ｆ”
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第3.6－5図 代表施設の評価対象断面位置

0 200m

ＥＬ．+50m

ＥＬ．+44m

ＥＬ．+15m以下

ＥＬ．+15m以下

ＥＬ．+15m以下

④

④’

①

①’

③

③’

2号炉原子炉建物

防波壁（多重鋼管杭式擁壁）

ガスタービン発電機建物

② ②’

防波壁（逆Ｔ擁壁）

⑤ ⑤’

【凡例】

：グループＡ

（ＥＬ．+15m盤以下，防波壁以外，直接基礎）

：グループＢ

（ＥＬ．+44～50m盤，防波壁以外，直接基礎）

：グループＣ

（ＥＬ．+15m盤以下，防波壁，杭基礎）

：グループＤ

（ＥＬ．+15m盤以下，防波壁，直接基礎）

：評価対象断面
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第3.6－6図(1) 解析用要素分割図(2号炉原子炉建物 ①－①'断面) 

0 50m

100

ＥＬ．（ｍ）

50

0

-50

-100

-150

-200

-215

ＥＬ．
ＥＬ．
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第3.6－6図(2) 解析用要素分割図(2号炉原子炉建物 ②－②'断面) 

0 50m

-100

-150

-200

-215

150

ＥＬ．（ｍ）

50

0

-50

100

ＥＬ．

ＥＬ． ＥＬ．
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第3.6－6図(3) 解析用要素分割図(ガスタービン発電機建物 ③－③'断面) 

ＥＬ．+44.0m
ガスタービン
発電機建物

0 50m

-100

-150

-200

-215

150
ＥＬ．（m）

50

0

-50

100
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第3.6－6図(4) 解析用要素分割図(防波壁（多重鋼管杭式擁壁） ④－④'断面) 
 

ＥＬ．+15.0m

-100

-150

-200

-215

ＥＬ．（m）

50

0

-50

0 50m

ＥＬ．+8.5m
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第3.6－6図(5) 解析用要素分割図(防波壁（逆Ｔ擁壁） ⑤－⑤'断面) 

-50

-75

-100

ＥＬ．（ｍ）

25

0

-25

0 50m

ＥＬ．+8.5m
ＥＬ．+6.0m

：改良地盤①

：改良地盤② 改良地盤Ⅱ

：改良地盤③ （薬液注入工法）
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地震応答解析

エネルギー伝達境界

エネルギー伝達境界

粘性境界

半無限地盤

自
由
地
盤

自
由
地
盤

鉛
直
ロ
ー
ラ
ー

鉛
直
ロ
ー
ラ
ー

底面固定

常時応力解析（静的解析）

 
 

 

 

 

第3.6－7図 境界条件 
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第3.6－8図 解析用地下水位(原子炉建物基礎地盤) 

２号炉原子炉建物（東西） ②－②’断面

２号炉原子炉建物（南北） ①－①’断面
0 50m

-150

-100

-50

0

50

100
ＥＬ．（ｍ）

-200
-215

-150

-200

-215

-100

-50

50

0

100
T.P.(m)

T.P.+8.5m

タービン建物
２号炉

原子炉建物
２号炉

建物基礎上面

T.P.+15.0m

ＭＭＲ

0 50m

-150

-100

-50

0

50

100

ＥＬ．（ｍ）

-200
-215

150

ＥＬ．+8.5m

ＥＬ．+15.0m

ＥＬ．+44.0m

ＥＬ．15.0m ＥＬ．15.0m

ＥＬ．+3.0mＥＬ．+1.3m

ＥＬ．15.0m

２号炉原子炉建物（東西） ②－②’断面
0 50m

-150

-100

-50

0

50

100

ＥＬ．（m）

-200
-215

150

２号炉
原子炉建物

２号炉
廃棄物

処理建物

１号炉
原子炉建物

１号炉
廃棄物処理建物

ＥＬ．+3.0m

ＥＬ．+15.0m

ＥＬ．+1.3m

ＥＬ．+15.0m

ＥＬ．+44.0m

建物基礎上面

ＥＬ．+15.0m
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第3.6-9図(1) 断層パラメータ（宍道断層） 

ケース名
断層長さ
L （km）

断層幅
W （km）

断層傾斜角
δ （°）

すべり角
λ （°）

断層上端深さ
d1 （km）

すべり量 （ｃｍ）

第一アスペリティ 第二アスペリティ 背景領域

基本ケース 39.0 18.00 90 180 0 251.9 154.3 66.8

不確かさケース（断層傾斜角） 39.0 19.17 70（北傾斜） 180 0 263.9 161.6 67.8

不確かさケース（すべり角） 39.0 18.00 90 150 0 251.9 154.3 66.8

島根原子力発電所

第二アスペリティ

第一アスペリティ

当社調査に基づく
変位地形・リニアメント

下宇部尾東

女島

古浦

美保関町東方沖合い

島根原子力発電所

第二アスペリティ

第一アスペリティ

当社調査に基づく
変位地形・リニアメント

下宇部尾東

女島

古浦

美保関町東方沖合い

島根原子力発電所

第一アスペリティ

第二アスペリティ

女島

古浦

下宇部尾東

美保関町東方沖合い

※ 傾斜角９０度の断層面を断層傾斜角０度として図化
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第3.6－9図(2)  断層パラメータ（Ｆ-Ⅲ断層＋Ｆ-Ⅳ断層＋Ｆ-Ⅴ断層） 

ケース
断層長さ
L （km）

断層幅
W （km）

傾斜角
δ （°）

すべり角 λ （°）
断層上端深さ

d1 （km）
すべり量 （ｃｍ）

F-Ⅲ
F-Ⅳ
F-Ⅴ

上昇最大ケース 48.0 15.0 90 130 180 0 401

下降最大ケース 48.0 15.0 90 115 180 0 401

島根原子力発電所

Ｆ－Ⅲ断層＋Ｆ－Ⅳ断層＋Ｆ－Ⅴ断層（48km）

美保関町
地蔵崎
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第3.6－10図 耐震重要施設等に影響するおそれのある斜面の抽出結果 

すべり方向が耐震重要
施設等に向かない

すべり方向が耐震重要施
設等に向かない

離隔距離が
確保できている

すべり方向が耐震重要施
設等に向かない

すべり方向が耐震重要
施設等に向かない

離隔距離が
確保できている

0 200m

離隔距離が
確保できている

離隔距離が
確保できている

【 凡例 】

：耐震重要施設

：常設重大事故等対処施設

：耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設

：耐震重要施設等に影響するおそれがある周辺斜面

：自然斜面 ：切取斜面 ：盛土斜面

：すべり方向

〔 離隔距離 〕

：斜面法尻から50m（全斜面）

：斜面高さ×1.4倍（自然斜面，切取斜面）

：斜面高さ×2.0倍（盛土斜面）
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検討用地下水位の設定

２次元浸透流解析(定常解析）により，検討用地下水位を設定する。

液状化発生の有無の確認

時刻歴非線形解析（有効応力解析，FLIP）により，検討用地下水位以
下の埋戻土（掘削ズリ）の液状化発生の有無を確認する。

液状化範囲の設定

過剰間隙水圧比が0.95を上回る埋戻土（掘削ズリ）について，繰り返
し載荷による強度低下を考慮する液状化範囲として設定する。

２号炉南側盛土斜面

 

 

第3.6－11図 液状化範囲の検討フロー 



  

 

6－
3－

731  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第3.6－12図 液状化範囲の設定結果 

0.00

0.95

1.00

過剰間隙水圧比

0 50m

50
EL．（m）

0

40

30

20

10

-10

-20
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第3.6－13図 評価対象斜面の分類結果 

0 200m

グループ分類 ①斜面の種類 ②法尻標高

グループＡ 岩盤斜面 ＥＬ．+15m盤以下

グループＢ 盛土斜面 ＥＬ．+15m盤以下

グループＣ 岩盤斜面 ＥＬ．+44～50m盤

防波壁(西端部)周辺斜面

2号炉南切取斜面

ガスタービン発電機建物周辺斜面

2号炉南側盛土斜面

2号炉西側切取斜面

緊急時対策所周辺斜面

防波壁（東端部）周辺斜面

【凡例】

：耐震重要施設，常設重大事故等対処施設

：グループA（岩盤斜面，斜面法尻ＥＬ．+15m以下）

：グループB（盛土斜面，斜面法尻ＥＬ．+15m以下）

グループＡと地盤の種類が異なるため，グループＢに区分した。

：グループC（岩盤斜面，斜面法尻ＥＬ．+44～50m）

グループＡに比べて高台に位置する斜面であり，地質や地震増

幅特性が異なることから，グループＣに区分した。

：すべり方向

ＥＬ．+50m

ＥＬ．+44m

ＥＬ．+15m以下

ＥＬ．+15m以下
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第3.6－14図 評価フロー 

耐震重要施設等に影響するおそれのある斜面
（グループA～C）

Ｎo斜面崩壊を防止する対策工を実施

・耐震重要施設等に影響するおそれのある斜面の中で斜面高さ，すべり方向等を考慮して検討断面を設定する

・各グループにおいて，斜面安定性の影響要因について比較し，以下の観点から影響要因の番号を付与する

①構成する岩級 ：低位岩級（CL，D級）が分布する斜面に番号を付与する
②斜面高さ ：最も高い斜面に番号を付与する
③斜面の勾配 ：最急勾配の斜面に番号を付与する
④シームの分布 ：シームが分布する斜面に番号を付与する

・評価対象断面を選定するため，簡便法によるすべり安全率を算定する

Yes

No

地震により斜面が崩壊しないため，
耐震重要施設等に影響しない

・評価対象斜面について，対策工等の検討を行う
・対策工等を反映後，再度，全斜面を対象に，評

価対象斜面の選定を行う

評価対象斜面に選定する

すべり安全率1.2を上回る

No

グループ内で
影響要因の番号付与数が最多※１

または 簡便法のすべり安全率が最小

地震による斜面安定性評価は
グループ内の評価対象斜面に代表させる

Yes

Yes

No

評価対象斜面に対し，２次元動的FEM解析を実施

※１ 影響要因の番号付与数が最多の検討断面が複数存
在する場合，簡便法のすべり安全率が最小となる断
面を評価対象斜面に選定する
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第3.6－15図(1) 評価対象斜面の選定 グループA 

２号炉西側切取斜面（②－②’断面，岩級・シーム）

※斜面頂部を切取った対策工を反映済

斜面高さ
55m

→ ②’② ←

0 50m

150.0

100.0

50.0

0.0

-50.0

ＥＬ． （m）

防波壁（西端部）周辺斜面（③－③’断面，岩級・シーム）

※礫質土・粘性土を撤去した対策工を反映済

ＥＬ．(m)
100.0

50.0

0.0

-50.0

③’
→

③
←

防波壁

斜面高さ
76m

0 50m

斜面高さ
60m

ＥＬ．(m)
100.0

50.0

0.0

-50.0

④’
→

④
←

0 50m
防波壁（東端部）周辺斜面（④－④’断面，岩級・シーム）

防波壁

ＥＬ．(m)
50.0

0.0

サイトバンカ
建物

斜面高さ
25m

⑤’
→

⑤
←

←→

0 50m

防波壁（東端部）周辺斜面（⑤－⑤’断面，岩級・シーム）
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【凡例】

：評価対象施設

：岩盤斜面（グループA，法尻標高ＥＬ．+15m以下）

：斜面の断面位置

：すべり方向
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第3.6－15図(2) 評価対象斜面の選定 グループB 
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【凡例】

：評価対象施設

：盛土斜面（グループB，法尻標高ＥＬ．+15m以下）

：斜面の断面位置

：すべり方向
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第3.6－15図(3) 評価対象斜面の選定グループC 
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【凡例】

：評価対象施設

：岩盤斜面（グループC，法尻標高ＥＬ．+44m～50m ）

：斜面の断面位置

：すべり方向

凡 例
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第3.6－16図 評価対象斜面位置 

0 200m

【凡例】

：耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設

：評価対象斜面（グループA）

：評価対象斜面（グループB）

：評価対象斜面（グループC）

：評価対象断面位置
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ＥＬ．（ｍ） ＥＬ．（ｍ）

ＥＬ．+8.5m
ＥＬ．+15.0m

第 3.6－17図(1) 解析用要素分割図(2 号炉南側切取斜面 ①－①'断面) 
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第 3.6－17図(2)  解析用要素分割図(2 号炉西側切取斜面 ②－②'断面) 
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第 3.6－17図(3)  解析用要素分割図(防波壁（西端部）周辺斜面 ③－③'断面)  

ＥＬ．（ｍ） ＥＬ．（ｍ）
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第 3.6－17図(4)  解析用要素分割図(2 号炉南側盛土斜面 ⑥－⑥'断面) 
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第 3.6－17図(5) 解析用要素分割図(ガスタービン発電機建物周辺斜面 ⑦－⑦'断面) 
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第3.6－18図 解析用地下水位(2号炉南側切取斜面 ①－①'断面) 
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